


ま え が き 

 

 明治 22 年 2 月 1日の意匠条例施行から，今年で 120 周年を迎え，本書にも掲載されている意匠登録第

1号の「織物地」を始め，これまでに 130 万件を超える意匠が登録されてきました。 

これらの登録意匠は，いうまでもなく，我が国のデザイン史そのものですが，それらの形態は，明治・

大正・昭和・平成の各時代の社会情勢や産業構造，生活様式を映し出す鏡ともいえ，それらを時系列で

眺めると大変興味深いものがあります。 

 最近の国内に目を向ければ，家電製品，自動車等の我が国の産業においては，技術面での商品の差別

化が困難となりつつあり，各社の商品の個性を発揮するためにはデザインが重要であること，そして，

個性ある商品は，各社のブランド確立にもつながり，市場拡大に貢献することも，既に広く認識されて

いるところです。 

 更に，優れたデザインは，言語の壁を越えて，様々な国の人々にも受け入れられる一方で，残念なが

ら，未だ国内外で模倣品が出回っていることも事実です。 

 そのような中，意匠制度は 120 年に渡り，その時々の社会情勢を背景とするデザイナーや産業界から

の要請に応じ，数々の改正を経て，我が国産業の発展に寄与してきました。 

 本書は，その 120 年の意匠制度の歴史を，先に発行された「意匠制度 90 年の歩み」，「意匠制度 100

年の歩み」「意匠制度この 10 年の歩み」を参考にしつつ，改めて意匠制度を取り巻く 120 年史として編

纂したものです。 

 今，100 年に一度といわれる未曾有の経済危機が世界を覆い，各国企業の経営危機を招いていますが，

このような時期であるからこそ，デザインの重要性が改めて世界的に認識されることでしょう。 

そのような状況に対応すべく，今後，我が国の意匠制度を関係者の方々と共に見直す際には，本書が

参考資料として大いに役立つとともに，次の意匠制度史には，この世界的な経済危機を各国とともに見

事に乗り越えた，という史実が掲載されることを願っております。 

また，意匠制度をあまりご存知でない方も，本書を通じて少しでも意匠制度について理解を深めてい

ただき，製品開発において意匠制度を更に効果的にご活用いただければ幸いです。 

最後に，審査・審判業務の傍ら，限られた時間の中で本書の編纂と原稿執筆された審査官・審判官の

方々の労に深く感謝するとともに，発行までにご尽力いただいた関係各位に対し，厚くお礼を申し上げ

ます。 

  

平成 21年 3月 

                      意 匠 課 長 

川 崎 芳 孝 

 

 

 



序 

（『意匠制度 100 年の歩み』より） 

 

我が国の意匠登録制度は，明治 21 年の意匠条例の公布以来，一世紀の歴史を刻み，デザインの保護

を通じた産業発展の基盤として揺るぎないものとなっている。 

制度創設の頃に遡ってみると，当時の明治政府は，我が国の近代化を進めるために模倣の排除，博覧

会の開催等工芸振興に関する施策を講じており，また，欧米視察を終えた高橋是清（初代特許局長）が，

意匠の保護制度が国策として緊要である旨の意見を述べるなど意匠条例の制定が国を挙げて要請されて

いた。 

以来，意匠登録制度は，それぞれの時代における社会・経済情勢の変化等に対処するために幾度かの

改正を経つつ，工業所有権制度の一翼を担って我が国産業の発展に寄与し続けてきた。 

特に，昭和 34 年には，産業復興後の輸出貿易の伸長の中で，欧米デザインとの抵触問題等を背景と

して，通商摩擦の防止等国際化への対応を図るための制度改正が行われた。 

そうした歴史の中にあって今日の意匠登録制度を取り巻く現状を見てみると，我が国の産業・経済構

造の変化，国際化の急速な進展等によって大きな変化を見せている。 

まず第一に，産業のソフト化傾向によりデザインが重要な意味を持つ場合が増大している。消費者意

識の高まりや円高の進展等により企業の競争環境は大きく変化し，商品の高付加価値化，差別化が強く

求められていることから，デザインの果たす役割は大きくなっており，デザイン活動の現場，とりわけ

企業等におけるデザイン開発，管理は経営上もますます重要となっている。 

第二に，世界的規模でガットにおいて貿易関連側面として知的所有権のあり方が協議されているが，

知的創作活動の所産であって知的所有権の一翼を担うデザインの保護制度の充実も，健全な国際貿易関

係を維持していく上で重要であろう。 

こうした情勢を踏まえれば，意匠登録制度の有する意義と役割は，ますます重要なものとなっている

と言えるのである。 

一方，我が国の意匠登録出願件数は，年間 5万件以上の高水準を維持しており，世界各国と比べてみ

ても群を抜いて多い。これは，企業等におけるデザイン活動の積極的展開と国民の意匠登録制度への大

きな期待を反映したものであると思う。 

 しかし，デザインの重要性の高まりの中での商品のライフサイクルの短縮化により，意匠保護の一層

の早期化が要請されており，特許庁としては，国民の皆様方の期待に沿うよう制度・運用の一層の充実

を図るべく努めていかねばならない。その際，先覚者，先輩諸氏の情熱と努力で築いた百年の道程を振

り返り，その歴史の上に立って，今後の制度の在り方を真剣に考えてみることが重要である。この「意

匠制度 100 年の歩み」が，そのための重要な資料として活用され，我が国の意匠登録制度の新たな発展

の礎となることを期待する。 

 

 

平成元年 2月 

特 許 庁 長 官 

 吉 田 文 毅 



ま え が き 

（『意匠制度 100 年の歩み』より） 

 

我が国に意匠登録制度が創設（明治 22 年 2月 1日施行）されてから，今年で百周年を迎える。 

往時の先見性ある先達等によって始められた本制度は，我が国が近代工業国家としての発展を支えて

きた産業振興施策と，これに応える工業所有権諸制度の中にあって，独自の役割を果してきた。 

特に昭和 30 年代に入り近代産業デザインの技法が広く工業製品の開発・設計に取入れられる様にな

って以来，デザイン開発の重要性が産業界を中心に広く認識されるようになり，デザイン開発努力に応

えるべく，新規な意匠の保護への要請も高まり，本制度の整備と諸施策の実施運用が進められてきたも

のである。 

日本の工業製品が，高度の技術革新を背景に高付加価値を有する具体的物品の形態，即ち「意匠」の

創作にいかなる努力を続けてきたかをあとづけることは，明治，大正，昭和の各時代の産業と生活を現

わす象徴としての「意匠」の役割を再認識するものである。 

今や世界の市場においても総合的に高い評価を得ることになった日本の工業デザイン開発史の一端

を担い，意匠の創作から保護の為の権利化，そして利用に及ぶまでに係った多くの人々の存在とその努

力も忘れることができない。 

本書は，先に発行された「意匠制度 90 年の歩み」，「工業所有権制度百年史」を参考にしつつ，その

編纂の際に収集した資料およびその後に収集した資料を再検討し，新たな編纂作業を行うことによって

百年間にわたる我が国の意匠制度及び産業デザインの歴史を通観し，その全容を把握できるようにした

ものである。 

国際的視界からみても欧米先進国のみならず，新興工業国群においてもデザイン開発とその保護のあ

り方についての検討の気運が高まりつつあり，それはまた様々の物品の「意匠」が全ての国の人々の生

活の利便性を向上させ，さらには文化の発展にも深く係りを持つものであって，人類に共通な知的財産

として評価されなければならない。 

この様な時期において，第二世紀を目指す我が国意匠制度の今後を，関係者と共に考える為の指針と

なることをも目的として制作された本書が広く利用される事を期待するものである。限られた時間や，

種々の制約の中で編纂と原稿執筆にあたられた審査官・審判官を始め，特に編纂顧問として御指導頂い

た弁理士宮滝恒雄氏，審判官田辺隆氏の両氏にはその労を深く感謝し，発行までにご協力頂いた関係各

位に対し厚くお礼を申し上げる次第である。 

 

平成元年 2月 

 

       意 匠 課 長 

  伊 藤 隆 夫 
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